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1912年、畠山一清は「ゐのくち式渦巻きポンプ」を世に広めるため、荏原製作所を創業。世界的に認められてい

た井口博士の渦巻きポンプの理論を応用し、水道用ポンプの国産化、災害に備えた水インフラの整備、水道の浄

水装置の国産化などに取り組みました。「日本の近代化に貢献したい」「社会の課題を解決したい」という熱意

と誠意、“熱と誠”を原動力に、荏原製作所は社会・産業・くらしを支えていく製品・サービスを提供し、社会に貢

献していくことを使命としてきました。「熱と誠」の魂を受け継ぐ従業員が、コツコツと培ってきた“技術力”と

“信頼性”。これらが私たちの成長の源です。
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イントロダクション

荏原グループの存在意義と創業の精神

私たちの使命は、
社会・産業・くらしを支えていく
製品・サービスを提供し、
社会に貢献していくこと。
その原点にあるのは「熱と誠」の魂

創業から貫く精神「熱と誠」
　創業初期、当時では記録的な大型ポンプを、クレーン設備もない
東京・日暮里の小さな町工場で苦心惨憺の末に完成させました。こ
のとき、「与えられた仕事を単にこなすのではなく、自ら創意工夫
する熱意を持って誠心誠意これにあたり、本人も会社も成長する」
という言葉を畠山自身の行動の拠り所とし、従業員に対しても説き
続けました。以来、「熱と誠」の精神で技術力と信頼性を高める努
力を続け、現在では風水力事業、環境プラント事業、精密・電子事業
の3事業でグローバルに展開する産業機械メーカに成長しました。

3つの事業

創業からの精神と競争力の源泉となる強み

4つの事業領域

環境プラント事業

水の分野で
ビルやマンションの給排水用ポンプ、洪
水を防ぐ排水機場や海水淡水化プラント
向けポンプなど、幅広い製品をライン
ナップし提供することによって、世界の
水インフラを支えています。

空気の分野で
クリーンな真空環境をつくるドライ真空
ポンプ、有害ガスや温室効果ガスを処理
する排ガス処理装置、空調設備としての
冷凍機、トンネル換気用の送風機などを
グローバル市場に提供しています。

環境の分野で
エネルギー関連施設へのポンプやコンプ
レッサの納入、廃棄物処理施設やバイオ
マス発電プラントの建設・維持管理など
を通じて、安定したエネルギー供給、資源
の有効活用を支えています。また、省エ
ネルギー・省資源の製品を提供していま
す。

デジタルテクノロジーの分野で
あらゆるものがつながる超スマート社会
の実現に向けて、水、空気、環境の分野で
培った技術を活かした真空ポンプや、
CMP装置など各種の半導体製造装置に
より、先端技術の発展を支えています。

風水力事業
ポンプ事業

コンプレッサ・タービン事業
冷熱事業

精密・電子事業

創業者

畠山 一清

技術力

信 頼 性

創業の精神

「熱と誠」
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時代ごとの社会課題に技術と
信頼で応え、成長してきた歴史

荏原の歴史 1912年～ 
荏原グループの基礎づくり
世界的に認められた井口博士の渦巻きポンプの理
論に基づく製品を世に広めるため、畠山一清が創
業しました。以来、水道用ポンプの国産化、災害に
備えた水インフラの整備、水道の浄水装置の国産
化などにいち早く取り組み、日本の近代化に貢献
しました。

1945年～
社会が求めた荏原の技術
食糧増産用のポンプや農地造成用ポンプを大量に
生産し、戦後の国民生活の安定に貢献しました。
また、電力不足を解消するため、超臨界圧の発電
所に国産第1号機となるボイラ給水ポンプを納入
しました。一方で、プラント用機器の輸出や海外
拠点づくりを進め、海外進出への体制整備を図り
ました。

社会の変化と課題 日本の近代化
• 水インフラの整備
• 農耕地の不足
• 関東大震災からの復興
• 産業の発達

日本の戦後復興と高度経済成長
• 食糧や生活必需物資の欠乏
• 電力不足
• 重化学工業化の進展
• 海外でプラント建設増加

1980年～ 
社会に広がる荏原の技術
ダイオキシンを完全分解すると同時に残渣をリサ
イクルする次世代型ごみ処理装置としてガス化溶
融炉を開発・実用化することに成功しました。ま
た、今まで培ってきた技術を応用したドライ真空
ポンプを開発し、精密・電子事業がスタートしま
した。

2000年～
成長に向けた体制構築
環境負荷低減のため、省エネルギー化・高効率化
したポンプや冷凍機を開発するとともに、都市雨
水排水に対応するためのポンプ技術を開発しまし
た。また、最先端の微細化に対応し生産性を向上
させたCMP装置や、めっき装置の新製品も開発
しました。

2010年～
創業100年を迎え、次の成長へ
事業の選択と集中により、財務基盤の改善と筋肉
質な事業構造の確立を図りました。サービス&サ
ポート（S&S）の強化と海外拠点の拡大、IoT・AI

を活用した自動組み立てラインの導入を進め、グ
ローバル市場における競争力を高めています。ま
た、コーポレート・ガバナンスの強化や人事制度
改革を行い、ESG経営を進化させています。

（注） グラフは売上高の推移を表したものです。  
決算期変更のため、2017年12月期は9か月決算でしたが、1月から12月に組み替えた参考値を示しています。

1912 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

風水力事業

環境プラント事業

精密・電子事業

1990 めっき装置1号機納入

1992 CMP装置1号機納入

1912 ゐのくち式機械事務所創業

1921 
送風機の製作開始

1930 日本初のターボ冷凍機完成

1938 大型圧縮機1号機完成

1931 国産初の水道用急速濾過装置完成 1961 ストーカ式ごみ焼却炉1号機納入

1977 
都市ごみ用流動床焼却炉1号機納入

1963 吸収冷凍機1号機受注

1958 標準ポンプ拡販開始

ポンプ

送風機

コンプレッサ・タービン

冷凍機

水処理プラント
ストーカ炉

製塩装置 化工機 流動床炉

2000 エリオット社を完全子会社化

2010 3社提携により総合水事業会社
（現 水 ing）を関連会社化

1968 
米国・エリオット社と
コンプレッサに関する
技術提携を開始

1987 排ガス処理装置販売開始

1982 自社開発・製造のクライオジェニックポンプ納入

1986 ルーツ型ドライ真空ポンプ1号機納入

CMP装置

めっき装置

ドライ真空ポンプ

排ガス処理装置

荏原グループは、社会インフラや産業インフラを支える事業を通じて、社会の要請に応え、成長を続けてきました。その成長
の背景には、「熱と誠」の精神がつむいできた、高い技術力と信頼性の積み重ねがあります。ゐのくち式渦巻きポンプを原点
とするコア技術を応用し、進化させ、組み合わせ、時代ごとの社会課題やお客様のニーズに応えてきたのです。荏原グループ
は培ってきた技術力に磨きをかけ、新たな製品やソリューションを提供することによって、さらなる成長を続けていきます。

事業及び事業構造の変遷

情報化社会の進展
• オゾンホールの拡大、砂漠化、地球温暖化
• ごみの最終処分場の不足
• 資源循環型社会の構築
• 半導体市場の成長、半導体需要の増加

持続可能な社会の模索
•  環境問題へのさらなる関心、地球温暖化防止策
の強化

•  省エネルギー化、高効率化のニーズが高まる
•  ヒートアイランド現象などによる急激な雨水 

流入
•  情報通信技術の発達、半導体技術革新の加速

多様性と包摂性のある社会へ
• IoTやAIの普及によるデジタル化の進展
• 働き方改革の推進
•  SDGsの採択により、持続可能な社会に向けて
地球全体で取り組みが求められる

• 気候変動対策やESG課題への関心が高まる
•  ウィズコロナ、アフターコロナに向けた経済・
社会の変革への要請が高まる

イントロダクション

荏原グループの歴史



技術力

信 頼 性
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イントロダクション

価値創造ストーリー

荏原らしさを基に、
技術で、熱く、世界を支える
荏原グループは、創業以来109年にわたり、創業の精神である「熱と誠」を軸とする荏原らしさを持って、技術力と信頼性を 

強みに社会課題の解決に貢献してきました。これからの100年も持続的に成長を続けていくために、技術力と信頼性をさらに
強化し、将来のありたい姿の実現に向けた戦略を事業活動で実践し、世界を支えていく企業であり続けたいと考えています。

ありたい姿に向けた中長期戦略
　今後100年の人類社会や地球環境を展望すると、温暖化
現象の悪化による異常気象と自然災害の激甚化、食料や水
などの資源枯渇、また、高度情報化社会の進化でライフスタ
イルが大きく変化することが予想されます。このように事
業環境が見通しにくい中で、さらなる成長を続けていくた
めには、将来のありたい姿を描き、その実現に向けた方針・
戦略を明確にすることが不可欠と考え、長期ビジョン
E-Vision2030を策定しました。E-Vision2030では、「技術

で、熱く、世界を支える」というスローガンを掲げ、5つのマ
テリアリティ（重要課題）を設定し、荏原の強みを活かして
その解決を図ることを軸としています。
　E-Vision2030からのバックキャストと前中期経営計画の
振り返りから策定した中期経営計画「E-Plan2022」の基本
方針に基づいて事業活動を実践し、社会・環境価値、経済価
値を向上させるサイクルを回していくことで、企業価値の
向上につなげていきます。

価値を生み出す原動力

「熱と誠」
　創業者・畠山一清が座右の銘とし、従業員に説き続けた「熱と誠」の精神は、脈々と受け継がれ、荏原グループ全従業員
の仕事に対する姿勢、考え方、行動全ての根幹となっています。熱意を持って人と仕事に向き合い、創意工夫し、誠心誠意
成し遂げることが技術力と信頼性の強化につながります。

技術力
　荏原グループは創業以来、社会とお客様が求める製品とサービスを提供し続ける中で、多くの製品開発を行い、製品の
ライフサイクル全体のサポートに必要な技術を100余年にわたって蓄えてきました。現在は5事業にわたる多様な技術を
保有していることが強みになっています。
　世界No.1を目指す流体・数値解析・材料・分析などの基盤技術をベースに、先進の手法や方法論を取り入れることに
よって、製品コア技術の一層の強化と将来の技術の開発に取り組んでいきます。

信頼性
　全従業員が「熱と誠」の精神で仕事に臨み、困難な課題に直面しても最後までやり遂げることで、お客様からの厚い信頼
を獲得してきました。この精神と課題解決の積み重ねが荏原グループの信頼性を高め続けています。お客様をはじめ、ス
テークホルダーの皆様との信頼関係をより強固にしていくことで、新たな可能性を広げていきます。

荏原が目指す姿、ありたい姿

技術で、熱く、世界を支える

創業の精神
「熱と誠」

5つのマテリアリティ（重要課題）
1. 持続可能な社会づくりへの貢献

2. 進化する豊かな生活づくりへの貢献

3. 環境マネジメントの徹底

4. 人材の活躍促進

5. ガバナンスの更なる革新

経営戦略
長期ビジョン／
中期経営計画

アウトプット
ガバナンス

事業活動

ビジネスプロセス

資本

あ
り
た
い
姿
に
向
け
た
中
長
期
戦
略

アウトカム

豊かで便利なくらしの実現

持続可能な社会を支える

産業を支える

企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
ア
ウ
ト
カ
ム

 荏原の価値創造ストーリーのポイント

サービス製品

価値を生み出す
原動力

企業価値の向上
継続的に成長

持続的に社会に貢献

社会・環境 
価値の向上

経済価値の 
向上



ビル・マンション

1  給水ユニット
田畑

2  農業用ポンプ

排水機場

3  排水ポンプ

水族館

4  海水循環ポンプ

トンネル

5  送風機

競技場

6  冷凍機
半導体工場

7  排ガス処理装置
13 ドライ真空ポンプ
14 CMP装置

太陽電池工場・LED工場

7  排ガス処理装置
13 ドライ真空ポンプ

火力発電所

8  ボイラ給水ポンプ

石油精製プラント・石油化学プラント

9  コンプレッサ

LNG基地

10 クライオジェニックポンプ

廃棄物処理施設

11 廃棄物処理施設

バイオマス発電施設

12 バイオマス発電施設

荏原グループの製品は、世界の社会インフラを支え、安全・安心で 
豊かな生活を実現するために様々な場面で活用されています

地球温暖化の抑制と
快適な空間を両立

エネルギーや資源の
有効活用を追求し、
持続可能な社会の

実現に貢献

空 気 
Air

環 境 
Environment

最先端の技術で
くらしの進化を支える

デジタル
テクノロジー

Digital Technologies

水 
Water
水の安定供給から
水害防止など、
幅広く社会や
インフラを支える

1  給水ユニット
ビルやマンションへ 
生活用水を届ける 

ビルやマンションなどの建築設備や工場設備
などにおいて、安定した水供給を担う重要な
機器です。

2  農業用ポンプ
田畑を水で潤す 
 

農業用水を安定的に供給しています。ポンプ
は農業灌漑施設で送水を担う重要な設備です。
大雨による冠水被害を防ぐため、排水も行い
ます。

3  排水ポンプ
台風や集中豪雨から 
街を守る 

大雨による住宅地や農地などへの水害を防ぐ
ため、排水ポンプを運転して雨水を川や海に
強制的に排水します。

4  海水循環ポンプ
海水を効率的に運ぶ 
 

熱硬化性樹脂を採用し、酸・海水等ステンレ
スが侵される液体に対して、特に優れた耐食
性を持ち、水族館の水槽の循環用途に最適な
機器です。海水以外にも、温泉や化学液の移
送循環に使われます。

5  送風機
トンネル内を換気する 
 

トンネル内の空気環境の維持及びトンネル火
災時の避難環境確保などのため、トンネル換
気設備を納入し、精度の高い換気制御を行っ
ています。

6  冷凍機
ビルや大型商業施設、
工場などを快適な 
温度に保つ

大型商業施設や工場に空調用の冷水を供給し、
建物全体を冷やしたり暖めたりしています。冷
熱環境の最適化によるコスト削減や、省エネル
ギー・CO2削減を促進しています。

7  排ガス処理装置
工場で使用される 
有害ガスを無害化する 

半導体製造工程などで使用される有害ガスを、
工場の外に排気する前に無害化します。

14 CMP装置
ナノレベルの 
研磨技術で半導体 
製造をサポート

半導体ウェーハの表面を砥液で研磨し、ナノ
メートルレベルの平坦化を可能にします。

13 ドライ真空ポンプ
半導体製造に必要な 
クリーン環境を 
最適な形で実現

半導体製造工程などで真空をつくり出すため
に使われています。

12 バイオマス発電施設
木質系バイオマス 
燃料を用いて発電 

多種多様な燃料を安定燃焼できる内部循環流
動床ボイラの特長を活かした木質バイオマス
発電施設の建設、運転管理を通じて、再生可能
エネルギーの普及と気候変動対策に貢献して
います。

11 廃棄物処理施設
安全・安心な 
施設の稼働を支える 

廃棄物処理施設の設計、建設から運転管理、メ
ンテナンスまで一貫して手掛け、施設の安定
稼働を支えています。ごみ焼却により発電し
た電力を周辺の公共施設などに還元する、電
力の地産地消も行っています。

10 クライオジェニックポンプ
LNGを安全に 
輸送する 

マイナス162℃という極低温の液化天然ガス
（LNG）の輸送・保管に使われるポンプで、高
い技術と安全性が求められます。

9  コンプレッサ
世界のエネルギー・ 
石油精製プラントの 
心臓部

石油精製プラントや石油化学プラントの心臓
部にあり、原油、天然ガスなどから発生するガ
スを圧縮しています。

8  ボイラ給水ポンプ
発電を陰で支える 
 

火力発電では高圧蒸気でタービンに動力を与
え、タービンと直結した発電機が回転するこ
とで発電しています。ボイラ給水ポンプは、
ボイラへ高温の水を送り込むことで、この高
圧蒸気をつくり出しています。
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イントロダクション

荏原が社会に生み出す価値




